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ッ
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九
九
1

年
度
の
歴
史
学
界
を
阿
顧
し
た

9

史
学
雑
誌
」
の
「
ヨ
ー
ロ

（
現
代
ー
フ
ラ
ン
ス
）
」
部
門
を
担
中
け
し
た
田
中
正
人
氏
は
、
ゴ
訳
内

の
多
い
こ
と
に
」
燈
き
を
表
明
す
る
と
同
時
に
、
戦
間
期
の
業
績
に
つ
い

て
は
経
済
史
の
領
域
以
外
に
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る
。
た
し
か
に
近
年
の
歴
史
学
ジ
ャ
ン
ル
の
翻
訳
事
情
は
、
中
世
か
ら

近
代
初
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
史
の
翻
訳
が
あ
い
つ
ぐ
と
い
う
特
徴
を
持

振
津
純
雄
訳
）

擁
護
九
三
四
＼
三
八
年
ー
』
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ク
ス
ン

っ
て
い
た
し
、

一
三
五

わ
が
国
の
一
九
三

0
年
代
フ
ラ
ン
ス
の
研
究
も
低
調
で
あ

っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
こ
の
よ
う
な
文
脈
に
本
内
を
置
い
て
考
え
合
わ

せ
る
と
、
本
書
の
意
義
が
い
っ
そ
う
き
わ
だ
つ
。
な
ぜ
な
ら
本
書
は
、
第

一
に
フ
ラ
ン
ス
人
民
戦
線
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
現
代
史
卜
の
政
治
的
「
大
事

件
」
を
扱
っ
た
書
物
の
翻
訳
で
あ
り
、
第
一
一
に
わ
が
国
で
は
こ
こ
数
年
、

現
在
の
研
究
水
準
に
立
っ
た
人
民
戦
線
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
が
内
か
れ
て
い
な

い
と
い
う
事
情
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
人
民
戦
線
史

を
叙
述
し
た
平
瀬
徹
也
氏
の
〗
フ
ラ
ン
ス
人
民
戦
線
し
（
近
藤
出
版
社
）
は
、

一
九
七
四
年
の
出
版
で
あ
っ
た
。
厖
来
一
八
年
、
そ
ろ
そ
ろ
一
八
年
間
の

渡

辺

和

（
向
井
喜
典
、
岩
村
等
、

『
フ
ラ
ン
ス
人
民
戦
線
史
ー
民
主
主
義
の

-Tp 
ノイ
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れ
た
内
容
の
農
い
代
口
物
と
な
っ
た
。

そ
れ
は
、
本
文
の
み
で
二
段
組
で
一
．
＾

が
っ
て

1

九
八
八
年
に
出
版
さ
れ
た
原
朽
は
、

彼
の
研
究
歴
に
裏
打
ち
さ

第
五
章

「
自
由
」
ー
民
主

t
義
の
擁
護

第
二
部
権
力
の
行
使
ー
平
和
と
パ
ン
と
自
由

著
者
は
／
几
：

・:o年
代
フ
ラ
ン
ス
の
経
済
政
策
の
研
究
か
ら
出
発
し
、
近

年
は
人
民
戦
線
の
文
化
政
策
に
関
心
を
移
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
た

第
四
章

文
化
的
爆
発

第
二
章

ス
ン
の
研
究
歴
も
、
こ
の
よ
う
な
人
民
戦
線
の
研
究
史
を
反
映
し
て
い
る
。

社
会
的
爆
発

第
一
一
部
爆
発

第
二
章

指
導
者

第
1

章

人
民
戦
線
の
起
源

も
、
視
座
の
変
化
は
表
れ
て
い
る
。

炭
．
「
シ
ン
ボ
ル
」

＂＂ぃー

そ
の
紹
介
は
、

「
イ
メ
ー
ジ
」
・
「
余

と
い
っ
た
新
し
い
テ
ー
マ
か
ら
始
ま
り
、
「
地
方
」
．

「
知
識
人
」
．
「
キ
リ
ス
ト
教
徒
ー
と
続
き
、
「
ス
ペ
イ
ン
」
・
ー
政
治
」
が
最

後
に
叩
い
か
れ
る
と
い
う
構
成
を
と
っ
て
い
た
。
英
国
人
の
歴
史
家
ジ
ャ
ク

第
一
部

政
権
へ
の
道

序
章

人
民
戦
線
ー
経
過
の
説
明

レ
—
ヌ
・
ル
ベ
リ
ュ
ー
に
よ
る
人
民
戦
線
の
研
究
動
回
の
紹
介
の
仕
方
に

あ
る
。

ん
だ
日
常
生
活
史
や
社
会
史
の
研
究
へ
と
変
貌
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
。

7ヽ

ド

゜
る

ヽ
~

て
し

本
書
は
五
部
か
ら
な
っ
て
お
り
、

そ
の
目
次
は
以
ド
の
よ
う
で

政
治
史
・
外
交
史
・
経
済
史
中
心
の
研
究
か
ら
こ
れ
ら
の
領
域
を
含
み
こ

た
政
府
と
し
て
の
側
面
で
あ
る
。

こ
の
立
場
は
、

本
内
の
構
成
に
も
表
れ

す
で
に
廣
田
功
氏
が
パ
リ
と
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
で
開
か
れ
た
人
民
戦
線

の
五

0
周
年
記
念
集
会
の
珪
調
を
報
告
し
た
よ
う
に
、
人
民
戦
線
研
究
は
、

成
果
を
踏
ま
え
た
人
民
戦
線
史
が
内
か
れ
て
も
よ
い
頃
で
あ
る
。
本
内
の

翻
訳
刊
行
が
、
わ
が
国
の
研
究
事
梢
の
な
か
で
は
意
義
の
あ
る
こ
と
が

f

解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
以
じ
の
一
般
的
意
義
を
確
認
し
た
う
え
で
、
本
屯
r

の
書
評
に
移
ろ
う
。

人
民
戦
線
を
ト
ー
タ
ル
に
描
く
歴
史
内
が
イ
ギ
リ
ス
に
欠
け
て
い
た
状
態

著
者
の
基
本
的
立
場
は
、
人
民
戦
線
が
初
め
か
ら
「
消
極
的
な
連
合
ー

で
あ
り
、
国
際
情
勢
の
屯
圧
に
よ
っ
て
解
体
し
た
と
い

う
も
の
で
あ
る
（
：
―
-
九
ペ
ー
ジ
）
。

そ
の
う
え
で
拷
者
は
、
人
民
戦
線
を

-
1

つ
の
性
格
を
持
っ
た
現
象
と
し
て
把
握
す
る
。
第
．
に
大
衆
運
動
と
し

て
の
側
面
、
第
二
に
政
党
連
合
と
し
て
の
側
面
、
第
二
に
権
力
を
行
使
し

（
五
ニ
ペ
ー
ジ
）

が
で
き
る
。

を
埋
め
よ
う
と
い
う
著
内
の
意
気
込
み
（
序
ば
）
を
そ
こ
に
感
ず
る
こ
と

三
九
ペ
ー
ジ
と
い
う
本
内
の
分
吊
に
も
ぷ
さ
れ
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、

口
__ ,__ 
/¥ 
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ミ
ン
テ
ル
ン
内
部
の
議
論
・
ソ
連
外
交
の
新
方
向
と
の

転
換
を
モ
ス
ク
ワ
起
源
説
に
よ
り
つ
つ
も
、

万
．
―
市
の
相
吐
作

一
三
七

和、
E
義
的
文
化
活
動
の
多
様
な
形
態
や
余
暇
の
組
織
化
が
明
ら
か
に
さ
れ

フ
ラ
ン
ス
の
国
内
政
治
・
コ

（
一
一
．
九
ベ
ー
ジ
）
が
テ
ー
マ
で
あ
り
、

ト、4ク

け
て
若
察
を
進
め
て
い
る
。
彼
は
、

．
九

1
•
1

四
年
六
月
の
共
産
党
の
戦
術

つ
ま
り

ー
芸
術
と

論
に
フ
ラ
ン
ス
共
廂
党
の
連
動
方
針
や
党
内
巾
情
と
を
打
機
的
に
糾
び
つ

理
由
が
検
討
さ
れ
る
。
行
者
は
、

ソ
連
外
交
と
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
内
部
の
議

~) 

之)
ヽ

そ
こ
で
は
共
産
党
の
戦
術
転
換
の
理
由
や
共
賄
党
の
人
閣
拒
否
の

歴
史
的
論
争
に
＾
澗
究
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
点
を
本
桂
り
に
そ
っ
て

人
民
戦
線
の
終
焉

本
内
の
第
一
の
特
色
は
、
年
代
記
的
構
成
を
と
っ
て
通
史
と
し
て
の
性

格
を
持
ち
つ
つ
も
、

見
て
み
よ
う
。
第
一
部
は
、
人
民
戦
線
の
形
成
過
程
を
政
治
史
的
に
扱
い

テ
ー
マ
別
の
構
成
を
合
わ
せ
持
た
せ
て
人
民
戦
線
の

第
一
一
部
は
、
大
衆
連
動
と
し
て
の
人
民
戦
線
が
叙
述
さ
れ
、
民
衆
の
マ

終
章
人
民
戦
線
の
歴
史
的
位
附

あ
る
。

第

十

章

検

視

第
五
部
第
九
章
布
炭
の
見
解

に
描
か
れ
る
。
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、

こ
れ
ら
四
人
の
指
導
者
像
が
個
人

第
八
章

統
一
の
神
話

ー
ズ
、

エ
ド
ワ
ー
ル
・
ダ
ラ
デ
ィ
エ
、

レ
オ
ン
・
ジ
ュ
オ
ー
）

が
伝
記
的

第
四
部
連
合
と
対
抗

政
党
と
労
組
の
四
人
の
指
尊
者
（
レ
オ
ン
・
ブ
ル
ム
、

第
七
章

「
平
和
L

ー
矛
盾

第
六
章

「
パ
ン
」
ー
ブ
ル
ム
の
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル

モ
ー
リ
ス
・
ト
レ

用
の
結
果
」
（
四
一
ペ
ー
ジ
）
と
見
る
立
場
を
提
ぷ
し
た
。
人
閣
拒
否
も

11

様
の
図
式
で
説
明
さ
れ
る
。
ま
た
第
二
章
で
は
、
人
民
戦
線
に
集
ま
っ
た

を
越
え
て
、
社
会
、
E
義
・
共
産
、
F
義
・
氣
進
、
F
義
・
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ス
ム

と
い
う
フ
ラ
ン
ス
左
燦
の
屯
要
な
政
治
文
化
の
説
明
に
な
っ
て
い
る
点
で

ン
タ
リ
テ
に
ま
で
跨
み
こ
ん
だ
分
析
が
な
さ
れ
る
。
第
三
背
ャ
の
テ
ー
マ
は
、

一
九
三
六
年
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
起
源
と
そ
の
慈
味
で
あ
る
。

年
の
獲
得
物
を
め
ぐ
る
攻
防
が
、
労
働
運
動
史
と
し
て
一
↓
一
八
年
ま
で
追
跡

さ
れ
る
。

し)

る

゜

と
捉
え
る
の
で
は
な
く
て
、

こ
一
＾
冗
‘

l
>．
』
＂
-
,
ノ

さ
ら

ス
ト
ラ
イ
キ
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
ジ
ャ
ク
ス
ン
は
陰
謀
説
を

否
定
し
、
自
然
発
生
説
に
よ
り
つ
つ
も
産
棠
祁
門
に
よ
っ
て
は
ス
ト
ラ
イ

キ
の
初
期
段
階
で
組
合
活
動
家
の
意
識
的
介
人
を
認
め
る
立
場
に
立
っ
て

ス
ト
ラ
イ
キ
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
行
者
は
ス
ト
ラ
イ
キ
を
吊
命

［
場
規
律
の
恐
怖
か
ら
解
放
さ
れ
た
労
働
者

が
連
帯
感
を
高
揚
さ
せ
て
作
り
出
し
た
祝
祭
と
衿
え
て
い
る
。
第
四
章
で

は
、
人
民
戦
線
の
文
化
政
策
が
立
体
的
に
描
か
れ
る
。

政
治
と
余
暇
と
の
相
互
関
係
」

12 .. 4 --679 (香法'93)



巾
な
ど
の
テ
ー
マ
が
探
求
さ
れ
る
。
第
五
章
で
、
明
確
な
植
民
地
政
策
を

も
た
な
か
っ
た
人
民
戦
線
は
、
植
民
地
に
「
自
由
」
を
も
た
ら
さ
な
か
っ

た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
購
買
力
政
策
•
平
価
切
ド
げ
・
プ
ラ
ニ
ス

ム
な
ど
の
経
済
•
財
政
政
策
を
論
じ
た
第
六
章
は
、

薬
籠
中
の
テ
ー
マ
で
あ
り
論
旨
も
明
快
で
あ
る
。
第
七
章
で
外
交
が
論
じ

ら
れ
、
「
平
和
」
を
掲
げ
た
人
民
戦
線
が
「
戦
争
」
に
備
え
な
け
れ
ば
な
ら

ン
ス
経
済
に
仔
え
た
影
評
、

ジ
ャ
ク
ス
ン
の
自
家

ス
ペ
イ
ン
内
戦
に
対
す
る
ト

r渉
政
策
の
理

本
書
の
第
二
の
特
色
は
、

る。

こ
れ
ま
で
比
較
的
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
テ
ー

(

1

四
八
ペ
ー
ジ
）
の
打
破
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
的
者
は
、
文
化
の
発

暇
が
一
夜
に
し
て
フ
ラ
ン
ス
労
働
者
階
級
の
生
活
の
特
徴
と
な
る
こ
と
は

第
．．
 

一
部
で
、
政
府
と
し
て
の
人
民
戦
線
の
諸
政
策
が
、
「
パ
ン
と
平
和
と

l
l
-

,
r
r
I
 

L
t
ー

L

と
い
う
人
民
戦
線
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
た
が
っ
て
述
べ
ら
れ
る
。

人
民
戦
線
の
柏
民
地
政
策
の
目
的
、
週
四

0
時
間
労
働
制
の
実
施
が
フ
ラ

な
か
っ
た
」

.
i
.
L
o
\

—
ジ
ノ

(
i
l
l
ノ

‘

‘

点
に
注
怠
を
喚
起
し
て
い
る
。

給
休
暇
」
が
実
際
に
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
た
の
か
を
フ
ォ
ロ
ー
し
、
「
休

す
る
政
治
行
動
を
ポ
す
に
い
た
っ
た
が
、
人
民
戦
線
を
構
成
す
る
諸
組
織

の
組
織
内
対
立
や
組
織
間
対
立
に
よ
っ
て
人
民
戦
線
が
解
体
し
て
い
く
さ

ま
が
分
析
さ
れ
る
。
第
九
章
で
、
保
守
党
や
布
燦
リ
ー
グ
と
宋
教
弄
と
廂

業
界
の
対
応
が
検
討
さ
れ
、
右
翼
勢
力
の
不
統
一
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

第
五
部
は
結
論
部
で
あ
り
、

人
民
戦
線
の
成
果
と
人
民
戦
線
が
フ
ラ
ン

ス
社
会
と
歴
史
に
仔
え
た
衝
撃
に
つ
い
て
総
括
さ
れ
る
。
ブ
ル
ム
の
辞
什

の
理
由
が
テ
ー
マ
で
あ
る
。
拷
者
は
こ
れ
ま
で
論
じ
ら
れ
た
諸
理
由
に
加

え
て
、
辞
任
に
よ
っ
て
連
合
と
し
て
の
人
民
戦
線
の
団
結
を
保
持
し
た
点

を
強
調
す
る
。
以
上
の
紹
介
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
時
系
列
的
構
成
と

テ
ー
マ
別
的
構
成
と
が
縦
糸
と
横
糸
と
し
て
う
ま
く
織
り
合
わ
さ
れ
て
い

マ
に
も
光
を
あ
て
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
章
の
ダ
ラ
デ
ィ
エ
論
は
、

仙
者
と
受
伯
者
の
双
方
に
つ
い
て
の
吟
味
を
忘
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
五
ロ

ラ
ン
ス
人
が
、

人
民
戦
線
期
に
は
白
発
的
に
組
織
に
加
人
し
団
体
を
結
成

準」

点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。

第
八
章
で
、
梱
人
、
E
義
的
政
治
文
化
を
持
つ
フ

つ
ま
り
「
即
辟
ゎ
を
破
壊
せ
よ
」
と
い
う
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
あ
る
よ
う
に
、
「
民
衆
と
文
化
と
の
間
の
節
準
、
文
化
表
現
の
さ

ま
ざ
ま
な
形
式
の
間
の
、
観
客
と
出
油
者
と
の
間
の
、
創
作
者
と
文
化
の

消
費
者
と
の
間
の
、
過
去
と
現
代
と
の
間
の
、
科
学
と
芸
術
と
の
間
の
仰

の
人
民
戦
線
が
崩
壊
に
い
た
る
過
程
の
力
学
と
、

右
炭
勢
力
の
対
応
に
焦

第
四
部
は
、

一
九
三
六
年
か
ら
1

1

バ
八
年
に
か
け
て
の
政
党
連
合
と
し
て

り

1
•
1

ペ
ー
ジ
）

"
y
-
―_ 

で
あ
っ
た
。

映
画
の
民
衆
へ
の
普
及
で
あ
り
、

1

現
存
の
伝
統
的
文
化
の
民
ヽ
じ
化
」
（
一

た
。
そ
こ
で
志
向
さ
れ
た
も
の
は
、

文
化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
・
旅
行
・

フ
ラ
ン
ス

国
内
の
政
治
情
勢
を
重
視
す
る
著
者
の
見
解
は
妥
叶
で
あ
り
、
英
米
仏

1

・
1

国
通
貨
協
定
を
め
ぐ
る
交
渉
が
政
府
の
対
ス
ペ
イ
ン
政
策
の
手
足
を
縛
っ

た
と
い
う
指
摘
は
重
要
で
あ
る
。

な
い
ジ
レ
ン
マ
が
描
か
れ
る
。

ス
ペ
イ
ン
問
題
に
つ
い
て
は
、

一
三
八

12 4 -680 (香法'93)
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へ
の
コ
メ
ン
ト
は
打
益
で
あ
り
、
初
心
者
に
も
分
か
り
や
す
い
。

本
内
の
第
四
の
特
色
は
、
社
会
史
的
手
法
の
適
用
で
あ
る
。
第
二
部
や

自
の
創
見
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

論
争
点
の

F
際
よ
い
整
理
と
そ
れ

す
な
わ
ち
、

今
日
求
め
ら
れ
て
い
る

一
三
九

「
非
人
間
的
労
働
の
人
間
化
」
が
開

タ
イ
ル
を
創
り
出
し
た
原
点
が
戦
間
期
の
社
会
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

律
、
時
短
や
余
暇
、

芸
術
や
文
化
な
ど
、

今
日
の
わ
れ
わ
れ
の
ラ
イ
フ
ス

か
つ
人

て
政
治
的
な
運
動
で
あ
っ
た
人
民
戦
線
」

て
い
な
い
。
し
か
し
人
民
戦
線
に
よ
る
余
暇
や
文
化
の
提
供
が
、
「
す
ぐ
れ

の
「
非
政
治
化
の
過
程
に
奇
t
f

し
た
」
（
；
五
六
ペ
ー
ジ
）
と
い
う
逆
説
も
芳
者
は
忘
れ
て
い
な
い
。

ま
た

第
五
章
の
海
外
植
民
地
間
題
や
第
九
章
の
共
産
党
に
よ
る
「
手
を
さ
し
の

(
6
)
 

べ
る
」
政
策
へ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
勢
力
の
対
応
や
、
「
経
営
者
の
復
讐
」
は
注

目
に
値
す
る
。
こ
の
第
九
章
に
よ
っ
て
、
左
れ
両
翼
を
含
ん
だ
人
民
戦
線

期
の
フ
ラ
ン
ス
社
会
が
令
体
と
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

本
内
の
第
．
の
特
色
は
、
人
民
戦
線
の
歴
史
的
論
争
を
巧
み
に
幣
理
紹

介
し
て
い
る
こ
と
だ
。

そ
れ
ぞ
れ
の
論
争
に
つ
い
て
、
斬
新
な
見
解
や
独

一
九
六
八
年
と
一
九
一
ニ
ハ
年
、

こ
と
を
示
し
た
。

現
代
史
に
も
社
会
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
可
能
で
あ
り
、

か
つ
必
要
で
あ
る

を
想
起
さ
せ
る
。

つ
ま
り
民
衆
連
動
と
祭
り
の
結
合
で
あ
る
。
本
程
n
は、

を
人
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

.
、
：
ペ
ー
ジ
）
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る

「

カ
国
民
的
和
解
の
買
竹
」
(
-
ノ
―

ヽ`ヽ

9

-

、
、J
,
1
 

よ
入
ノ

共
和
ヽ
・
ト
義
的
な
文
化
統
合
が
意
図
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
行
過
し

線
り
歩
い
た
人
々
が
多
く
い
た
こ
と
は
、
連
盟
祭
な
ど
の

7

吊
命
祭
典
」

ジ
）
と
か
、

'

'

"

 

l1 

〇．

ル
ノ
ワ
ー
ル
の
映
画
ニ
フ
・
マ
ル
セ
イ
J

ー
ズ

わ
が
国
で
も
研
究
さ
れ
て
い
な
い
テ
ー
マ
で
あ
る
。
第
四
章
の

の
テ
ー
マ

爆
発
」
は
、
割
か
れ
て
い
る
ペ
ー
ジ
数
か
ら
し
て
も
著
者
が
も
っ
と
も
力

そ
こ
で
は
、
文
化
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
や
旅
行

や
映
画
に
い
た
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
3

ン
の
提
供
と
そ
の
実
態
が
描
か
れ
て

い
る
。
し
か
も
単
に
実
態
を
描
く
だ
け
で
な
く
、
「
旅
行
は
娯
楽
で
あ
る
だ

け
で
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
と
ソ
ラ
ン
ス
史
の
発
見
で
あ
っ
た
L

(

．
五
四
ヘ
ー

こ
と
が
で
き
る
J

:
•
L
:

．

v
:

『
.

.

 

l
•
L
l

ー
）
戸
モ
こ
よ
、

ま
f
-
j
,
-

／
什
t
l
-
V
l
u
v
i

フ
ラ
ン

シ
ャ
リ
バ
リ
や

「
文
化
的

シ
ン
ボ
ル
に
言
及
し
た
第
八
章
が
好
例
で
あ
る
。

場
占
拠
ス
ト
ラ
イ
キ
の
な
か
で
模
擬
裁
判
や
模
擬
葬
儀
が
行
わ
れ
、
職
L

長
の
人
形
を
梁
に
つ
る
し
た
り
火
あ
ぶ
り
に
し
た
り
、

と
で
あ
る
。

代
の
幕
開
け
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
人
気
の
な
い

坑
内
係
員
を
行
列
の
先
面
に
立
つ
よ
う
強
制
し
た
り
と
、

モ
ラ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
い
っ
た
民
衆
文
化
の
蘇
生
を
そ
こ
に
読
み
と
る

ス
吊
命
時
代
の
衣
裳
を
着
て
、
大
革
命
の
事
件
を
描
い
た
山
車
を
作
っ
て

本
書
の
第
五
の
特
色
は
、
現
在
的
関
心
か
ら
著
者
が
執
筆
し
て
い
る
こ

一
九
八
一
年
と
一
九
一
・
一
六
年

と
が
比
較
さ
れ
た
り
、
人
民
戦
線
期
の
文
化
政
策
が
文
化
の
大
衆
消
費
時

ま
た
現
代
ま
で
人
民

戦
線
が
政
治
的
に
ど
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
扱
わ
れ
て
き
た
の
か
、

民
戦
線
の
時
代
を
生
き
た
人
々
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
記
憶
さ
れ
て
き
た

の
か
を
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
本
内
を
読
む
と
、
労
使
関
係
や
じ
場
規

一
九
1

-

．
六
年
六
月
の
下

1
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年
で
は
な
く
て
一
八
九
八
年
で
あ
る
。

(
l
 

山
史
学
雑
誌
ぢ
中

-
0
／
編
第
五
号

も
一
部
拙
訳
で
あ
る
。

目
に
つ
い
た
の
が
非
常
に
惜
し
ま
れ
る
。

一
九
九
．
一
年

4

↓

^

|

；

1
L
¥
 

ー

／

.
L

ー

一

几

―

-
l
 

-

．

-

_

 

こ
の
た
め
本
耗
贔
町
の
引
川
訳
文

(
9
)
 

本
茸
F

が
好
著
で
あ
る
だ
け
に
残
念
で
あ
る
。

で
あ
る
し
、

は
な
く
て
ジ
ャ
ン
・
ゲ
ー
ノ
で
あ
り
、
人
権
同
盟
の
創
立
は
、

↓ー‘、

L
.

、

l
,＇／ 

で
の
訳
語
の
が
統
一
、

さ
ら
に
一
字
か
ら
：
二
行
に
わ
た
る
脱
文
の
脱
洛
が

e
 

；
ヴ
ァ
ン
ド
ル
デ
イ
i

の
編
集
者
は
、
ジ
ュ
ー
ル
・
ゲ
ー
ノ
で

で
あ
る
が
、

そ
の
訳
文
は
や
や
生
硬
で
あ
る
う
え
に
、
誤
訳
、
訳
者
の
間

ー
ダ
ー
ょ
、
9

9

 

ご
ュ
ン
ツ
ェ
ン
ブ
ル
ク
で
は
な
く
て
ミ
上
ン
ツ
ェ
ン
ベ
ル
ク

こ
の
よ
う
に
今
日
の
人
民
戦
線
研
究
の
成
果
が
散
り
ば
め
ら
れ
た
本
内

些
事
に
属
す
る
苫
者
の
因
出
で
あ
る
が
、

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
西
欧
屈
の
リ

読
者
は
フ
ラ
ン
ス
人
民
戦
線
の
最
良
の
ガ
イ
ド
を
得
た
の
で
あ
る
。

.
I
 
-r. 

と
述
べ
て
い
る
が
、

本
内
は
そ
れ
に
成
功
し
て
い
る
。

と
文
化
の
三
領
域
の
闘
争
と
し
て
人
民
戦
線
を
描
い
た
本
内
に
よ
っ
て
、

け
て
い
た
総
合
的
な
考
察
を
提
供
し
よ
う
と
怠
図
し
て
机
に
間
う
」

（
序
線
研
究
と
し
て
も
出
発
点
と
な
る
文
献
で
あ
ろ
う
。

フ
ァ
シ
ズ
ム
と
恐
慌

よ
う
に
先
行
す
る
研
究
が

t
ご
分
に
消
化
吸
収
さ
れ
、

現
時
点
で
の
研
究

の
決
定
版
と
な
る
可
能
性
が
邸
い
パ
ス
カ
ル
・
オ
リ
ー
の
研
究
が
い
ま
だ

織、

九
三
六
年
」
ハ
月
の
地
方
の
ス
ト
ラ
イ
キ
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
。

-．

11
の
地
方
の
状
況
や
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
知
識
人
監
視
委
員
会
の
地
方
糾

本
内
の
第
七
の
枠
色
は
、

そ
の
総
合
的
見
地
で
あ
る
。
注
に
明
ら
か
な

の
総
合
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。
著
者
自
身
、
「
本
内
を
…
・
：
こ
れ
ま
で
に
欠

叙
述
に
加
え
て
、
文
化
闘
争
な
い
し
文
化
吊
命
と
し
て
の
人
民
戦
線
を
も

(7l} 

読
者
に
教
え
た
。
社
会
史
や

11常
牛
活
史
の
影
評
の
も
と
、
こ
の
分
野
で

(
8
}
 

の
国
際
的
比
較
も
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
。
人
民
戦
線
の
文
化
政
策
研
究

出
版
さ
れ
て
い
な
い
現
状
で
は
、
本
内
は
、
文
化
闘
争
と
し
て
の
人
民
戦

け
で
な
く
地
方
の
動
き
に
つ
い
て
の
パ
及
も
多
い
。

1
L
:
•
L
l

ド
'
.. 
j
 

『

.
J
•
I
l
_
l
)

i
j
.
：

ー

．

ズ
ム
と
反
恐
慌
と
い
う
二
つ
の
闘
い
に
つ
い
て
の
均
衡
と
抑
制
の
と
れ
た

ツ
キ
ス
ト
や
左
料
急
進
ヽ
じ
義
者
へ
の
一
↓
け
及
が
そ
う
で
あ
る
。

ま
た
パ
リ
だ
ト
ロ

始
さ
れ
た
の
が
こ
の
時
代
で
あ
っ
た
。
；
ブ
ル
ム
の
実
験
」
が
、
現
代
社
会

と
ダ
イ
レ
ク
ト
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
，
J
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

本
ctt
日
の
第
ハ
の
特
色
は
、
日
配
り
の
効
い
た
バ
ラ
ン
ス
の
あ
る
叙
述
を

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
人
民
戦
線
形
成
期
の
氣
進
党
の
対
応
や
、

こ
れ
ま
で
わ
が
国
の
訛
者
は
、
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
反
恐
慌
闘
争
と
し
て

の
人
民
戦
線
し
か
知
ら
な
か
っ
た
と
:-n
っ
て
よ
い
。
本
書
は
、
反
フ
ァ
シ

四

一
四
〇
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c
＼

ー

ゞ

／
0

(
2
)

廣
川
功
ー
フ
ラ
ン
ス
人
民
戦
線
期
の
バ
ロ
常
牛
話
，

I

五

0
周
年
：
叫
念

集
会
を
め
ぐ
っ
て
ー
□

社
会
経
済
史
学
」
第
五
四
巻
六
号
、
一
九
八
九
年
。

ス
ト
ラ
人
‘
ノ
ー
ル
集
会
に
提
出
さ
れ
た
倫
文
に
つ
い
て
は
、
江
ぃ
会
運
動
ド

誌
に
掲
載
さ
れ
た
ー
付
給
休
暇
」
特

1
に
よ
っ
て
そ
り
仝
容
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。

A
I
ミ
t
l
'
e
m
e
n
t
S
ミ
．
d
[• 

no. 1
5
0
.
 
1
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L
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c
i
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-
1
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.
 

(
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J
a
c
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o
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J
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c
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o
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L
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t
e
m
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d
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P
o
p
u
l
a
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o
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r
i
s
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n
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L
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u
r
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r
o
n
t
 populaire, 
in :¥I. 
S. 
A
l
e
x
a
n
d
e
r
 a
n
d
 H. G
r
a
h
a
m
 

T
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F
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ミ
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p
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o
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C
a
m
b
r
i
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g
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e
d
s
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1
9
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(
5
)

こ
の
点
は
、
拌
者
も
不

r渉
政
策
の
経
済
的
罪
由
と
し
て
数
年
前
か
ら

考
え
て
い
る
論
点
で
あ
る
。
不

r渉
政
策
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
和
行
「
不

r渉
政
策
の
決
定
過
程
」
、

M
,不
F
渉
と
フ
ラ
ン
ス

ttt論
一
九
．．
 
i
ハ」
9

香

川
法
学
9
第
．
こ
巻
第
•
：
号
、
第
四
巻
第
．
．
．
．
号
、
一
九
八

．．
 
—
四

一
/
I
 

(
6
)
7
経
営
者
の
復
讐
1

と
は
本
R11
第
九
此
早
の
小
見
出
し
で
あ
る
が
、
コ
ル
ボ

ー
ム
の
i
者
作
を
怠
識
し
た
ネ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
る
。
I
n
g
o
K
o
l
b
o
o
m
.
 
L
a
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L
(
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ミ
、
（
ミ
ミ
姿
C

（
ミ
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ミ
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恙
志
言

(Paris. 
1
9
8
6
)
 ＂
 

(
7
)

邦
語
文
献
で
は
、
す
で
に
激

111
功
ー
フ
ラ
ン
ス
人
民
戦
線
の
〈
文
化
吊

命
〉
の
．
側
而
L

中
央
人
学
人
文
科
学
研
究
所
糾
希
叩
と
幻
滅
の
軌
跡
n

（
中
央
大
学
出
版
部
、

1

九
八
し
年
）
が
あ
る
c

G
r
a
y
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V
a
c
a
t
i
o
n
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h
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r
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u
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一
九
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年
九
月
脱
稿
。

the 

of 
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P
o
p
u
l
a
r
 
F
r
o
n
t
,
 
./, ミ
o
n
u
1
[
(
~
f

C
o
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t
e
m
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ミ
、
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r
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4
.
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ク
ロ
ス
論
文
は
、
英
仏
の
余
暇
を
論
じ
て
い

る
。
な
お
イ
タ
リ
ア
の
余
暇
の
組
織
化
に
つ
い
て
は
、
デ
・
グ
ラ
ッ
ツ
ィ

ア
、
曲
豆
卜
楢
彦
そ
の
他
ぶ
ぶ
不
ら
か
い
フ
r
シ
ズ
ム
」
（
打
斐
閣
、
一
几
八

九
年
）
が
あ
る
し
、
ナ
チ
ス
期
の

11常
化
活
史
や
｀
ー
か
ら
の
社
会
史
し

の

F
法
に
よ
る
文
献
が
数
多
く
出
版
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
巾
実

で
あ
る
。

内
評
脱
稿
後
に
側
間
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
本
訳
内
の
新
版
が
用
怠
さ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
昭
和
常
編
集
部
の
＂
央
断
と
良
心
に
敬
意
を
表

し
た
い
。

詔
和
常
、

0
0円）
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